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新
地
租
法
案
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論

ず

第
三
十
二
巻

三
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Q

牌第
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號

三
四

職
責涌

新

地

租

法

案

を

論

ず

汐

見

三

郎

雪
,
賜

萸

融

㌧匿

)

「1=
』珊」

揖

個

殖

羽

朝

月》
【」」
旧

世
界
大
戦
以
来

、
我
国

の
財
政

は
俄

か

に
其
規
模
を
大

に
し
た
の
で
あ

る
。
経
費

の
膨

脹
、
公
債

の
増
登
等

あ

ら
ゆ

る
方
面

に
於

て
此
事
實

を
窺

ふ
事

が
出
来

紅
が
、
特

に
注
目
す

べ
き
は
租
税
負
澹

の
激
増

し
た
事

で
あ

る
。

國

民

一
人
當

り
租
税
負
捲
額

を
内
国

税

ビ
地
方
税

ご
に
分

つ
ご
、
次

の
数

字
を
得

る
事

が
出
家

る
。
(軍
位
圓
)

大

正

三

年

昭

和

二

年

内

國

税宰
悪
人

一
二
・
二
四
七

地

方

道

府

縣

税
一
∴
毛
玉

四
三

〇
四

市

町

村

税
二
6
三

六
6
0
0

計

三
三
茜

一
〇
二
d
四

合

討
入
λ
七
二

・

二
二
・
四
五

一

・昭
和

二
年

に
於

て
国
民

一
人

當
b
租

税
負
指
顧

が
二
十

二
圓

四
十
五

銭

で
あ

る
か
ら
、
大
正
三
年

の
八
圓
八
十

七
銭

二
厘

に
比
し

て
二
倍
年

に
上
る
の

で
あ

る
。
勿
論

、
世
界
大
戦

の
前

に
較

べ
る
ご
、
国
民
所
得

も
増

し
国
家

1)主 税 局統 言†年 幸臣書



の
活
動
範

園

も
旗

が

つ
て
み

る
に
違

ひ
な

い
。
然

し
世
界
大
戦

に
よ
b
暴

騰
し

π
る
物

償

が
数

年
來
下
落
の
歩
調

を
辿

り
最

近

に
は
先

づ
戦
前

の
そ

れ

に
近

づ
き
、
同
時

に
経
済
界

の
凡
て

の
方
面

が
戦
前
復
脇
を

目
ざ
し
て
進

ん

で
み
る
の
に
、
租
税
負

澹

の
み
が
戦
前

の
二
倍
牟

ご
云

ふ
亘
大
な
数
字
を
示

し

て
み

る
様

で
は
国

民
経
済

が
燃

せ

ら
れ
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
特

に
現
今

の
如

き
不

況

の
際

に
あ
り
て
は
、
租
税
の
税
率
を
引

下
げ
負
捲

を
軽

減

し
以

て
経
濟
界

に
休
養

を
與

ふ
る
事

が
、
最

も
有
力

な

る
救
.濟

策

の

一
つ
で
あ
る
。

然

し
な

が
ら

、
不

景
気

ご
云

ふ
事
實

は
、

一
方

に
は
税
率

の
引
下

げ
を
必
要

冠
す

る
芒
共

に
、
他
方

に
は
税
牧

人

の
減

少

を
齎
す

が
故

に
、
結
局

の
所

は
減

税

の
實
.行
を
妨
げ

る
事

書
な

る
。
租
税

の
中

に
は
地

租

の
如

く
景
気

不
景
気

む
茂

外
親

し
て
常

に

…
定

の
…収
入
を
齎
す

も

の
が
あ

る
。
夏

に
党
換
銀
行
券
聚
術
税

の
如

き
は
,
正
積

の

流
出

に
基

き
限
外
登
行
高

が
増

せ
ば
返

っ
て
増
加
す

る

の
で
あ

る
。
然

し
此
等

の
例
外
を
除

き

て
考

ふ
れ
ば
、
不

景
気

の
爲

め
に
何
れ

の
租
税

も
其
牧

人
を
激
減
し

て
み

る
の
で
あ

る
。
即

ち
減
税
を
行

ふ

べ
く
し

て
減
税
を
行
ひ

得

ざ

る
所

に
、
我

が
財
政

の
行
き
詰
ま

り
が
存
し
て
み

る
。

財
政

の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す

る
も
の
こ
七
て
最

も
期

待
を

か
け
ら

れ
て

る
た
の
は
、
軍
備
縮
小

の
問

題

で
あ

っ
た
。
國

費

の
大
部

分
を
占

め
て
み
る
軍
事
費

を
節
約
す

る
、
そ
れ

に
慮

じ
て
思
ひ
切

つ
陀
減
税
を
行

ふ
、

こ
れ

が
軍
縮

に
か
け
ら

れ
だ
切
實

な
る
要
求

で
あ

っ
π
。
財
界

の
好
況

の
時

に
徹
底
的

の
軍
縮

を
行

へ
ば
、
思

ひ
切

つ

だ
減

税
の
行

は
れ
る
事

は
、
疑
無

き
所

で
あ
る
。

然̀

し

只
今
ま

で
の
所

で
は
海
軍

の
み

の
縮

小

に
止
ま
り

、
加

ふ

る
に
電
縮

に
封

ず

る
補
充
計
豊

こ
し
て
少
な

か
ら
ざ

る
経
費

を
支
出
す

る
の

で
あ
る
か
ら

、
要
す

る
に
浮

び
上
が

新
地
租
法
案
を
論
ず

第
三
十
二
倦

三
二
一

第
二
號

三
五

●



妬

地
租
法
案
を
論
ず

第
三
+
二
巻

三
一
三

第

二
號

三
六

る

財

源

は

僅

か

に

過

ぎ

な

い
。

其

の

上

に

財

界

不

況

に
基

く

税

帳

入

の

減

少

が

何

所

ま

で

行

く

か

に

つ

き

、

確

實

な

る

見

透

し

が

っ

か

な

い

ご

云

ふ

現

状

で

あ

る

。

然

し

軍

備

縮

小

ご

減

税

と

云

ふ

二

つ

の

事

實

は

不

可

分

の
合

言

葉

の

様

に
考

へ
ら

れ

て

る

る

の

で

あ

る

か

ら

、

無

い
袖

で

も

除

儀

な

く

之

を

振

ら

ね

ば

な

ら

諏

必

要

に

迫

ら

れ

て

み

る

。

か

く

し

て

減

税

案

が

作

製

せ

ら

れ

だ

の

で

あ

る

。

租

税

の

中

に

は

、

租

税

負

澹

者

の

経

濟

力

の

大

小

に
慮

じ

て

課

税

す

る

直

接

税

が

あ

る

ご

共

に

、

経

濟

力

の

大

旨

ρ
.,頁

産

r

～

醇

慶

:

属

う
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更
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る
成

発

蕪
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胆

ご
馨

裳

佼

薩

暁

ご

を

瞳

成

す

る

ご
兵

に

、

司

陵

翼

暁

に

於

て

砂

・

'
・
-
■

、望
「■1
」
'̀
1

一【
」
司
「
」
「『
弓
i
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1
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ー
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.
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.
・判≦
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ご
'
i

I

;
.一

・フ
ー

¶ノ

ー

糖

消

費

税

ご
織

物

消

費

税

ご

の

軽

減

を

は

か

ら

ん

ご

し

て

み

る

の

で

あ

る

。

更

に

、

ロ

ン
ド

ン
會

議

に

よ

る
軍

縮

剰

鯨

金

は

昭

和

六

年

度

に

於

て

は

極

め

て

僅

少

に

し

て

、
後

年

度

に

至

り

増

加

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

軍

備

縮

小

に

よ

る

減

税

の

金

額

一5

、

初

年

度

た

る

昭

和

六

年

度

ご

昭

和

六

年

以

後

の

李

年

度

ど

に

よ

り

痩

動

せ

ざ

る
を

得

な

い
。

減

税

額

は

初

年

度

九

百

十

萬

圓

、

李

年

度

二

千

五

百

三

十

.六

萬

圓

で

あ

る

が

、

そ

の

内

課

を

示

せ

ば

、

次

の

如

く

で

あ

る

。

(
羅
位
千
圓
)

六
、
七
七
〇
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八
δ

一
、
一ご
〇

四
三

七
〇

三
〇

六
δ
き

一
織
物
霧

空

〇

四
、
三

〇

九
、
ろ

0

量

、
三
春

9



叢

に
注
意

す

べ
き

は

、
螢

業

牧

益

税

ご
砂
糖

消

費

税

ざ
織

物

消

費

税

と

の
三
税

は

税
率

の
軽

減

叉

は

免

税
範

園

の
籏

張

に
し

て
軍

に
量

的

の
改

正

に
過

ぎ

ざ

る
に

反

し

、
地

租

の

み
は

税

率

の
軽

減

の
外

に
課

税

標

準

の
種

更

を

行

ひ

以

て
量

的

ご
質

的

こ
の
雨

方

面

の
改

正
を

志

し

て

み

る
事

で
あ

る
。

以

下

、

専

ら

地

租

の
改

正

を

中

心

こ
し

て
研

究

を
進

め

る
。第

=

新

地

租

法

案

我

国

の
地

租

は

過

去

に
於

て
財

政
収

入

の
根

幹

を

な

し

て

み

た
。

か

の

日
清

日
露

の
爾

戦

争

の
互

額

の

戦
費

は

全

く
地

租

の
視

奪

に
手

心

を

加

へ
て
始

め

て
得

ら

れ

陀
収

入

に
基

く

も

の

で

あ

っ
て
、

此

意

味

に
於

て

は
我

國

の

也

H
仙山よ
芭

製

D
斤

辱

竜

3
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、
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L
h
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)
hf
馬
7
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二
、

「、
・
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十
f
牙
.
を
ゴ
ノF障
`
目
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番

ヒ
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、一

唱

一
涯

日
ハ
.虚
喝σ
.「コ
三
、潅添
o
.繧

ゐ
.オ

♂
一ナ
ー

客

止
.く」
魂〔
限
毒

σ
.一癖

唯

嘱」
土
ノ
に
}

見

政

土

に
於

け

る
地

租

の
彩

は

追

々
薄

く

な

っ
て
来

た
事

は

次

の

表

の
示

す

所

で
あ

る
。
(
単
位
千
圓
)(
×
は
豫
算
)

昭 大 大 フ

和 正 正1
十

四=:八 三
一

年 年 年 左

二二 二二 一

望 二 葦…{
、 、 、

三巴L三 日L六 →
六 七 ニ ノ
二 七 ア{一

一 二 一
九 ⊂)九 三
ノ」 プ』 三三 一t
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一 一 八,モ
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四 ブL」 四 竃

×
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八 匹

匹1三 一 ノ
、 、 、 「

二 三 三 冒七
三工 四 八 団
七 一 八"

×

西
」曇二
五

此

の
表

の
示
す

が
如

く

、
地
租
は
世
界
大
戦

の
結
果

ビ
し
て
所
得
税

ε
酒
税

ビ
に
其

の
地
位

を
奪

は
れ
今

日
に

於

て
は
關
税

、
砂
糖

消
費

税

の
後
塵

を
拝

し
て
み
る
の

で
あ

る
。
国
税

ε
し

て
の
地
租

が
、
か
く

の
如

く
伸
張
力

新
地
租
法
案
を
論
ず

第
三
十
二
巻

三
二
三

第
二
號

三
七



新
地
租
法
案
を
論
ず

第
三
十
二
巻

三
二
四

第
二
號

三
八

を

快

き
依

然

六

千

萬

圓

皇

を

維
持

せ

る

に
反

し

、
道

府

縣

及

び
市

町

村

は

地

租

附

加

税

、

特

別

地

税

、
特

別

地

種

附

加

税

を

課

し
此

等

の

地
方

税

は

一
億

二
千

萬

圓

に
上

っ
て

み

る
、

從

っ
て
地

租

の
重

心

は
国

家

を

離

れ

て
地

方

團

髄

に
移

っ
て

み

る
有

様

で
あ

る

。
叢

に
過

去

の
租

税

犯

る
地

租

に
新

し

き

内

容

を

盛

ら

ん

こ

し

て

、

種

々

の
改

革

意

見

が
議

せ

ら

れ

て

る

る
。

第

一
は

、
地

租

の
課

税

主

膿

を
国

家

よ

b
市

町

村

に
移

さ

ん

ざ

す

る

地

租
委

譲

論

で

あ

る
。
第

二

に
、
課

税

圭

膿

に

つ

い
て

は

現

状

を

維

持

し

て
国

家

ビ
し

、
國

税

と
し

て

の
地

租
そ

の

も
の

を

改

正

せ

ん

ど
す

る

の

で
あ

る

。
而

し

て

今

回

の
議

會

に
提

案

せ
ら

れ

ん

ビ
し

て

み

る

の
は

、

恰

も
第

二

の
考

に
立

脚

し

て

み

る
の

で
あ

る
。

現

内

閣

は

昭
和

五

年

の
議

會

に
次

の
如

き

要

綱

の
新

地

租

法
案

を

提

出

せ
ん

ご
企

て
、

新

聞

紙

上

に
登
表

し

忙

の

で
あ

っ
π

。大
蔵
省
原
案
(昭
和
四
年
十
二
月
七
日
)

第

一
、
地
租
の
課
税
標
準
は
現
在
の
地
慣
を
賃
貸
償
格
に
改
正
す
、
賃
貸
慣
格
は
大
正
十
五
年
土
地
賃
貸
慣
格
調
査
法
で
調
査
し
た
も
の
を
賃
貸
慣

格
と
ナ

第
二
、
現
在
の
地
租
條
例
を
擾
止
し
、
新
に
地
租
法
を
制
定
す

第
三
、
地
租
の
税
蛮
・は
各
地
目
を
通
じ
て
百
分
の
四
半
と
す

第
四
、
地
租
の
納
期
は
大
艘
現
在
通
り
で
あ
る
が
、
た
だ
從
來
と
異
る
貼
は
田
租
第

一
期
を
現
在
十
二
月
十
五
日
か
ら

一
月
十
五
日
ま
で
と
あ
る
を

一
月
二

日
か
ら
同
三
十

一
巳
ま
で
と
す

第
五
、
自
作
農
の
免
税
鐵
は
現
在
地
慣
二
百
圓
と
あ
る
を
賃
貸
償
格
二
百
圓
に
改
正
す

第
六
、
課
税
標
」準
及
び
視
傘

の
改
正
に
よ
る
貢
櫓
の
激
潜
を
緩
和
す
る
た
め
新
地
租
額
が
現
在
地
租
額
の
四
倍
半
を
超
埋
る
土
地
に
つ
い
て
は
四
倍

半
を
超
過
せ
ざ
る
や
う
賃
貸
償
格
を
制
限
す
る
こ
と



第
七
、
賃
貸
慣
格
を

一
般
的

に
改
訂
す
る
ま
で
の
期
間

に
お
け
る
異
動
地
に
つ
い
て
は

調
査
委
員
會

に
附
議
す
る
こ
と
な
く
類
地
比
率
に
よ
り
税
務

置
長
に
お

い
て
そ
の
賃
貸
慣
格

の
設
　疋
ま
た
は
修
正
を
な
す

第
八
、
開
墾
地
目
愛
換
そ
の
他
土
地

の
異
動
に
よ
り
課
税
標
準

の
設
定
ま
た
は

修
正
を
な
す
に
當
り
必
要
と
認
め
る
場
合

の
ほ
か
地
盤
の
丈
量

を
省

略
す
る
方
針
を
も
つ
て
改
正
を
加

ふ
る
ζ
と

第
九
、
各
種
の
年
期
は
大
髄
現
行
遇

り
と
す
る
こ
と

第
十
、
賃
貸
債
格

の
設
定
ま
た
は
修
正
を
な
し
た
る
土
地
に
つ
い
て
は
そ
の
翌
年
よ
り
設
定
ま
た
は
修
正

の
賃
貸
償
格

に
よ
り
地
租
を
徴
収
す
る
こ

と
第
十

一
、
年
期
明
け
地
(
例
免
租
年
期
地
、
開
墾
ま
た
は
地
目
鑓
換

の
年
期
な
ど
)
に
封
ず
る
賃
貸
領
格

の
設
定
ま
た
は
修
正
は
年
期
満
了

の
年
に
お

い
て
こ
れ
を
な
す

こ
と

昭
和

五
年
の
議

會

は
直

ち
に
解
散

せ
ら
れ
惚

る
が
故

に
、

こ
の
大
蔵

省
原
案

は
逮

に
提
出

の
運
び

に
至
ら
傘
立

消

の
姿

こ
な

つ
虎

の
で
あ
る
。
然

る
に
昭
和
⊥
ハ
年

の
議

會

に
は
軍
備
縮

小

に
件

ふ
減
税
案

の

一
部

ご
し
て
新

地
租

法
案

が
提

出

せ
ら

る

、
こ
ご

、
な
り

、

こ
の
大
戯

著
原
案

は
多
少

の
修
正
を
加

へ
ら
れ
て
復

活

し
た
の
で
あ

る
。

修
正

の
重
要

な

る
箇
所
は
、
次

の
二
貼

で
あ

る
。

,

一
馬

第
三

の
地

租
の
税
率
百
分

の
四
宇
を
改

め
て
百
分

の
三

・八

こ
す

る
。
但

し
昭
和
六
年
度

に
限

り
、
過
渡

的

立
法

ご
し

て
百

分

の
四
の
税
率

を
課
す

る
。

二
、
第
六

の
負
憺

激
増
緩
和

規
定

が
、
現
在
地

租
額

の
四
倍
牢
を
以

て
新
地
租
額

の
最
高

限

ご
せ
し

に
墨

し
、

-之

を

改

め
て
現

在
地
租
額

の
三

・
八
倍
を
以

て
新
地
租
額

の
最
高
限

こ
し
て
み

る
。

か
く

の
如

く
、
新
地

租
法
案

の
内
容

は
、
課

税
標
準

に
賃
貸
慣
格
を
採
用

し
元
享

ご
税
率

を
輕
減

し
花
車

ど
の

新
地
租
法
案
を
論
ブ

第
三
十
二
巻

三
二
五

第
二
號

三
九



新
地
租
法
案
を
論
ず
.

第
三
+
二
巻

=
三
六

第
二
號

四
〇

二

つ
に
重
心

が
存
し
て

み
る
。

以

下
、
課
税
標

準

の
問

題

ご
税
率

の
問
題

ε

の
二

つ
を
研
究

し
た

い
の
で
あ

る
。

第

三

課

税

標

準

の

改

正

地

租
の
課
税
標
準

の
定

め
方

に
は
土
地
償

格
主
義

ご
土
地
牧
盆
主

義

ご
の
二

つ
が
存
し

て
み
る
。
現
行
地

租
の

課

税
標
準
た

る
地
償
は
土
地
償
格

主
義

に
よ
り
定

め
ら
れ

北

る
も

の
で
あ

る
が
、
改

正
案

の
課
税
標
準

た

る
土
地

賃
貸

償

格
は
土
地
牧

盆
主
義

に
よ

り
定

め
ら
れ
だ

る
も

の
で
あ

る
。

我
国

の
現
行
地
租

の
根
擬
法
規

を
明

か
に
す

る
に
當

っ
て
は
、
遠

く
明
治
六

年
七

月
第

二
百
七
十

二
號
布
告
地

租
改

正
條

例

に
遡
ら

ね
ば
な
ら

諏
。
同
條

例

に
よ
れ
ば
、
地
租

の
課

税
標
準

こ
し
て
は
地
償

を
採
用
し
、
而

し
て

地
償

の
算
出

は
次

の
方
法

に
よ

っ
て
み
る
の
で
あ

る
。

田
畑

一
反

歩

の
牧
獲
を
穀

代
に

よ
り

て
金
鍍

に
換
算

し
た
る
も

の
を
総

牧
人
と
し
、

其

中
よ
り
種

、
籾

、
肥
代
(
総
攻
入

の

一
割

五
歩

と
法
定
す
)

地

租
(
地
慣

15
分

の
三
)
及

び
村

入
費
(
地

租

三
分

の

一
)
を
控
除

し
た
る
残
額

を
純
収

益
と
し
、
之
を

[
定

の
利
率

に
よ
り
還

元
し

て
地
慣

を
定
む

地
…慣
の
算

定
は
大
事

業
な

る
が
故

に
、
明
治
七

、
八
年

の
間

に
始

ま

つ
π
の

で
あ
る
が
、
そ

の
完
成

し
党

の
は

田
地
宅

地

に
あ

り
て
は
明
治
九
、
十

雨
年
の
間

に
し

て
、
山
林
原

野
等

は
明
治
十

四
年

で
あ
る
。
か

く
の
如

く
地

租

の
課

税
標
準

た

る
地
償

は
多
く

の
歳

月
を
費

し
定

め
ら

れ
た

の
で
あ

る
が
、
纒
濟
界

の
登
展

に
件

ひ
時
勢

に
適

せ
ざ

る
も

の
こ
な

つ
だ

の
で
あ

る
儀
典
結

果
、
明
治

十
三
年
第

二
十

五
號
布

告

に
よ
り
数

年
を
費

し

て
地
償

の
不

橿
衡
を

正
し
、
明
治

二
十

二
年
八

月
法
律
第

二
十

二
號

に
よ
b
田

畑

の
特
別
地
償

の
修
正
を
試

み
、
明
治

三
十

一

年
海
禁

三
士

警

　

田
畑
地
便
の
修
正
を
行
ひ
、
更
に
明
治
四
+
三
年
葎

第
三
號
に
基
き
賃
貸
慣
格
を



標

準

ε
し

て
宅

地

の
地
償

を
修

正
し
た

の
で
あ

る
。

か
く
し
て
、
地
償

の
部
分
的
修

正
が
再
三
行

は
れ
だ
の
で
あ

-
る
が
、
要
す

る
に

一
時
を
固

塗
す

る
に
止

ま
り
、
地
償

な

る
も

の
は
途

に
時
代

に
取
残

さ
れ
、
地

租

ビ
實

際
纒
濟

界

ε
の
間

に
深

き
溝

が
出
来

て
仕
舞

つ
た

の

で
あ

る
。

土
地
償

格
主
義

の
地
橿

を
課

税
標
準

に
採
用
す

る
事

が
時
代

に
副

は
な

く
な

っ
た

の
で
、
莚

に
土
地
峻
盆
主
義

の
賃
貸

償
格

を
採

用

せ
ん

ご
す

る
思
想

が
生

れ
て
來

た
の
で
あ

る
。
現

に
明
治

四
十

三
年
の
宅
地
償
修

正

の
際

の

如

き

、
原

則

こ
し

て
賃
貸

償
格

の
十
倍

を
以

て
地
慣

ご
定

め
る
事

ε
し
て
み
る
。
更

に
大
正
七
年

よ
ら
九

年

に
至

る
三

ヶ
年

に
於

て
は
、
田

畑
に
關
す

る
賃

貸
償
格

の
準
備

調
査

が
行

は
れ
陀
の
で
あ

る
。
地
租

の
裸

視
標
準
を
土

地

.償
格
主
義

よ
b
土
地
牧

盆
主
義

に
改

め
ん
ざ
す

る
此
趨

勢
は

、
逮

に
大

正
十

五
年

三
月
三
十

一
日
法
律
第

四
十

五
號
土
地
賃
貸
償

格
調
査

法

ゼ
昭
和
三
年

三
月
三
十

日
法

律
第
十

六
號

土
地
賃
貸
償

格
調
査
委
員

會
法

ご
に
よ
り

具
髄
化
す

る
に
至

っ
た
。
大

正
十

五
年
度

ご
昭
和

二
年
度

ご
の

二
年
度

に
約

一
千
萬

圓

の
経
費

を
支
出

し
、
全
國

に
わ
た
り

て
土
地

賃
貸
債

格
を
調
査

し
だ

の
は
、
實
.は
地

租
の
課

税
標
準
を
土
地
償

格
主
義

よ

り
土
地
収
益
主
義

に
改

め
ん

ざ
す

る
の
前

提

に
外
な
ら
な

か

つ
泥
の
で
あ

る
。

賃
貸

償
格

の
定
義

こ
し

て
は

「
貸
主

が
公
課

、
修
繕
費

、
其

他
土
地

の
維
持

に
必
要
な

る
経
費
を
負

憺
す

る
條

件
を

以
て
之

を
賃
貸
す

る
場

合

に
於

て
、
貸

主

の
牧
得
す
、べ
き
金
額
」

ご
云
ふ
事

に
な

っ
て
み

る
。
更

に
、
土
地

9

賃
貸
慣

格

の
意
味

に

つ
い
て
は
、

・一
、
大
正
十
五
年
四
月
二

日
現
在
の
地
租
を
課
す
べ
き
土
地
全
部

に
つ
き
行
ふ

新
地
租
法
案
を
論
ず

第
三
十
二
巷

三
二
七

第

二
號

四

}



新
地
租
法
案
を
論
ず

第
三
十
二
巻

三
二
八

第
二
號

四
二

二
、
土
地
一筆
ご
と
に
調
査
せ
ず
、
各
地
目
に
つ
き
「
土
地
の
情
況
類
似
す
る
匿
域
」
ご
と
に
定
む

三
、
田
畑
の
賃
貸
便
格
は
、
大
正
十
五
年
四
月

一
日
よ
り
計
算
し
て
既
往
五
年
間
の
準
均
小
作
料
に
よ
る

四
、
宅
地
の
賃
貸
慣
柊
は
、
大
正
十
五
年
四
月

一
日
の
現
況
に
よ
り
一
ケ
年
分
を
計
算
す

の
四
貼
を
注

目
せ
ね
ば
な
ら

漁
。

・

現
代
文

明
諸
因

の
直
接

税
は
、
租
税
負

捲
力

の
大
小

に
悉

じ

て
或

は
重
く
叉

は
輕

く
課
す

る
事

を

目
標

こ
し
、
、

か
の
第

三
種
所
得
税

の
如

き
、
所
得
小
な
ら

ば
免
税
し

、
所
得
大

な
ら
ば
累
進

的

に
重

き
租
税
を
課

し
て
み

る
の

で
あ

る
。
然

る
に
現
行
地

租

に
於

て
は

、
土
地

の
費
買
便

格

の
騰
落
を
問
は
す

、
土
地

の
賃
貸
個

絡

の
攣
動

を
問

は
す
、

一
つ
に
釘

づ
け
せ
ら
れ
た

る
地
償
を
課
税
標
準

こ
し
て
課

す

る
事

ビ
な

っ
て
み

る
。
或

は
澹

税
力
大

に
し

て
少
額

の
地

租

に
止
ま

b
、
或

は
憺

税
力

小
な

る
も
の

に
し
て
亘
額

の
地

租

に
苦
し

む
者

の
あ

る
の
は
、
地

租
が

地
債
を
課

税
標

準

こ
す

る
以

上
は
止

む
を
得

な

い
所

で
あ

る
。
故

に
明
治

の
初
期

の
調
査

に
か

、
る
地
償
を
棄

て

、
新
た

に
調
査

し
た

る
賃
貸

償
格
を
地
租

の
課
税
標
準

に
採
用
す

る
事

が
出

来
れ
ば
、
我

が
税
制

は

一
大
進
歩
を

遽
け

る
事

が
出
来

る
の

で
あ

る
。

然

し
、
賃
貸

偵
格

た
る
も
の

も
之

を
久

し

く
釘

づ
け

に
し

て
置

く

ご
、
地
贋

ご
同
様

に
時
勢

に
近

き
課
税
標

準

・

ご
な

っ
て
仕
舞

ふ
の
で
あ

る
。
從

っ
て
賃

貸
債
格

も
之
を
定
期

に
改

め
ね
ば

な
ら
な

い
。
負
憺

の
公
李

の
鮎

か
ら

云

へ
ば
、
常

に
賃
貸

償
格
を
更

新
す

べ
き

で
あ
る
が
、
調

査
費
用

の
鮎

か
ら
見

る
ご
長

い
期

間
据

置
く

の
が
適
當

-で
あ

る
。
新
地

租
法
藻
は
十

年
毎

に
賃
貸

借
格

の
調
査
を
更
新
す

る
事

こ
し

、
第

一
回

の
改
訂

は
昭
和
十

三
年

に

行

は
れ

る
筈

に
な

っ
て
み
る
。



第
四

税

率

の

改

正

地

租

の
税
率

は
、
最

初
、
軍

一
の
も
の

で
あ

っ
た
が
、
経

済
界

の
攣
動
及

び
地
慣

の
修
正

に
基

く
不
合

理
を
救

済
す

る
が
矯

め
に
、
明
治
三
十

一
年
以
来

は
差
別
的
税
率
を
採
用

す

る
事

こ
な

っ
た
の

で
あ

る
。
次

の
如

く

で
あ

る

。

明
治

三
十

一
年
法
律
牌弟
三
十
二
號

(
地
価似
百
分

の
三
箇

三
分
、
中巾
街
{℃
地

地
租

:
地
摺
臥
百
分

の
五
箇
)

明

治

三

十

七

年

法

律

第

三

號

(
市

街

宅

地

:

地

便

百

分

の

八

箇

、

郡

村

宅

地

・
・
地

償

百

分

の

無
、笥

、

置
目
P

由

り

紅

也

:

也

罰
.
,『

ふ
り

ひ

叩
↓罫

一一一
}

'

一
!ノー

一
,'
O

イ

`

」j

j

f

Pl
Z
ノ
`

【

富

:
一2
ノ
、

明
治

三
十
八
年
法
律
第

一
號

(
市
街
宅
地
:
地
便
百
分

の
二
十
箇
、
郡
村
宅
地
:
増
便
百
分

の
八
箇
、
其

の
他

の
土
地
:
増
便
百
分
の
五
箇
五
分
)

明
治
四
十
三
年
法
律
第
二
號

(
宅
地
:
地
慣
百
分

の
二
箇
年
、
田
畑
;
地
償
百
分

の
四
箇
七

其

の
他
の
土
地
:
地
債
百
分

の
五
箇
年
)

大
正
三
年
三
月

(
田
畑
・
・地
慣
百
分

の
四
箇
五
)

故

に
現
行

の
地

租
の
税
率

は
、

北
海
道

の
特

例
を
除

き
て
は

、
田
畑

は
地
債
百
分

の
四

・
五
、
宅

地
は
地
償

百
分

の

二
.
五
、
其
他

の
土
地

は
地
債

百
分

の
五
・
五

こ
な

っ
て
み

る
。
又
大

正
十

五
年
以
來

は
地

租
條

例
第
十

三
條

の

二
に
基

き
地
慣

二
百

圓
以
下

の
自

作
農

に
地

租

の
免
除

を
行

っ
て

か
る
の
で
あ
る
。

課

税
標
準

に
賃
貸
償

格
を
探

る
に
當
り

、
昭
和

四
年
十

二
月

の
原
案

に
て
は
税
率

を

百
分

の
四
・
五
ご

一
本
槍

新
地
租
法
案
を
論
ず

第
三
十
二
倦

三
二
九

第
二
號

四
三



,新
地
租
法
案
を
論
ず

第
三
+
二
巻

三
三
〇

第
二
號

四
四

こ
し

、
自

作
農

の
免
税
鮎

の
方

の

「
地
慣

二
百
圓
」
を
「
賃
貸

債

格
二
百
圓
」
ご
改

め
た

の

で
あ

っ
た
。
更

に
負
憺

激
増

の
緩
和

方

法

ご
し

て
、
税
法

の
改
正

に
よ

り
如
何

に
負
捲

が
増
す
事

こ
な

っ
て
も
新
地
租

の
最
高

限
を

現
在

む

ゆ

　

地

租

の
四
倍

宇

ご
定

め
た

の
で
あ

っ
た
。
而
し

て
今
度

の
減
税
案

に
於

て
は
、
税
率

百
分

の
四
・
五
を
三
・
八

ε
し

　

　

む

む

む

む

免
税
鮎

は
其

儀

ご
し

、
最
高
限
を

現
在
地

租
の
三
倍
八
割

こ
し

て
み

る
。
以
下

、
こ
の
三
鮎
を
問
題

こ
す

る
。

　

む

　

　

む

地

租

の
税
率

を
三

つ
に
分

つ
た

の
は
、
課

税
標

準

た
る
地
儂

の
算
定

に

一
貫

し
た

る
方

針

が
な

か

っ
た

か
ら
、

之

を
救
済

せ
ん
零
す

る
の
目
的

に
出

て
み

る
.
然

る
に
地

租
の
課
税
標
準

が
.
統

一
の
こ
れ
把
賃
貸

償
格

ご
な

っ

た
以
上
蜷

別
客

種
の
税
率
を
土
地
の
種
類
に
癒
じ
て
設
嘉

必
要
な
一
。
專
ら

一
つ
の
税
率
で
貫
く
べ
き
で

あ

る
。
昭
和

四
年

の
犬
蕨

省
原
案

の
百
分

の
四

・
五

ご
云

ふ

税
率

は
地

租
牧

人

の

絡
額

に
於

て
増
減

な

き
事

を
目

標

と
し
て
み
だ
の

で
あ

る
。
故

に
、
税
率
を

百
分

の
四

・
五
よ
り
百
分

の
三

・
八

に
改

め

る
事

に
よ
り
、
現
在

の
地

租
牧

人
は
約

一
割

五
分
減
牧

ε
な

る
澤

で
あ
る
。
螢
業

収
益
税

が
練
粉
盆

に
謝

し
百
分

の
二
・
六
叉
は
三

・
四

な

る

ヘ

ヘ

へ

に
比
し

、
地

租
の
方

は
粗
収
益

に
饗
し
百
分

の
三

・
八
な

る
は
高
き

に
失

芋

や

の
議

論
が
あ

る
。
然

し
、
前
者

が

財
産

動
勢

共
働

の
牧

人

に
課

税
せ

る
に
甥
し

、
後

者

が
純
然
だ

る
財
産
牧

人

に
課
税

せ
る
貼

よ

り
見

れ
ば
、
税
率

」を
異

に
し

て
も
大
し

た
差
支

が
な

い
の
で
あ

る
。
加

ふ
る
に
従
来

の
税
法

の
釣
合
を
も
考
慮
す

る
ビ
、
矢

張
り
此

邊

に
落

ち
着

く
事

こ
な

る
の
で
あ

る
。

　

む

　

第
二
に
問
響

な
る
の
は
菟
難

で
あ
る
。
農
村
に
於
け
る
地
償
は
大
饗

貸
債
格
三

致
し
て
み
る
覧

て

間
遠
が
な
い
。
故
に
新
地
租
法
案
が
賃
貸
償
格
二
百
圓
以
下
の
土
地
を
有
す
る
自
作
農
を
免
税
し
て
み
る
の
は
、



現
在

の
立
法
を
其
儘

に
襲

っ
た
鐸

で
あ

る
。
實

際
界

の

一
部

に
は
税
率

の
輕
減

よ
り

も
寧

ろ
免
税
鮎

の
引
上
げ
を

行

ふ
方

が
適

切

に
あ
ら
す
や

こ
の
意
見

が
行

は
れ

、
そ
れ

は
誉
業
牧

益
税

に

つ

い
て
も
主
張

せ
ら
れ

て
る

な
。
然

し
私
は
次

の
三
理
由

に
よ

b
免

税
黙
引
上

の
方
法
を

こ
ら

な

い
の

で
あ

る
。
第

一
に
、
物

税
に
免

税
鮎
を
置

く
は

例
外
的
立
法

で
あ

っ
て
、
な

る

べ
く
之

を
避

け
ね
ば
な
ら

の
。
故

に
免
税
鮎
を
地

租
叉

は
螢
業
牧
益
税

に
於

て
引

上
げ

る
事

は
例

外
を
籏

張
す

る
事

こ
な
り
不

可

で
あ
る
。
第

二
に
、
免
税
鮎

の
引
上

は
物
慣
騰
貴

の
時

に
行

は
れ

た

る
も

の
で
あ

る
。
物

儂
下
落

せ

る
時

に
は
貨
幣

の
購
買
力

が
減

退
し

て
み

る
の
で
み

る
炉
ら
、
比
熱

の
み
よ
り

よ

ノ

や

コ
ヨ

レ

ロ

ら

カ

タ

ロ

ビ

ゆ

コ

ノ

し

ユ

メ

ド

コ
　

ロ

ロ

見

れ
ば
冤
税
製
を
低

下
せ
し
む

べ
き

で
あ

る
、
も
し
物
.悟
下
落

の
今

日

に
昆
.晩
貼
を
引

丘
ぐ

佑
工
吻
賀
総
畿

D
祭

司

'

一
【
.
ノ
.距
.い

』

響

動

を
剥
ーイ

月
J
Ir〔
暉

に
如

何
な

る
慮
置
を

と
る

べ
き

か
、
劉
策

に
苦

し
ま
ざ

る
を
得
な

い
。
第

三

に
、
假

に
百
歩

を
譲

り
物
税

の
免
税

貼

を
引
上

ぐ

る
こ
し

て
も
、
納
税
者

の
負
憺

よ
り
見

れ
ば
国

税
を
納

め
る
代
り

に
地
方

税
を
納

め
る
結
果

こ
な
り

其

間

に
大

差

が
な

い
の
で
あ

る
。
國

税
螢

業
牧
益

税
を
免
除

せ
ら

る
れ
ば
其

代
ウ

に
地
方

税
湿

る
螢
業

税
を
負

指

し
馬
国

税
地
租
を
免
除

せ
ら

れ

る
ご
其
代
り

に
地

方
税
た

る
特

別
地
杭
を
負
推
す

る
事

こ
な

る
。
結

局
、
免
税
鮎

の
定

め
方

は
、
国

税

こ
し
て
徴

収
す

る
範

團

ピ
地
方

税

ご
し

て
徴
敬
す

る
範
團

ピ
の
限
界

を
如
何

に
定

む

べ
き

か

の
問
題

に
締
す

る
の
で
あ

る
。

む

　

む

む

ロ

最
後

に
問
題

ざ
な

る
の
は

、
緩
和
規
定

で
あ

る
。
思

ふ
に
賃
貸
慣
格
主
義

を
直

ち
に

採
用
し

百
分

の
三
・
八

の

税
率

を
適

用
す

る
時

に
は
、
土
地

の
費

買
償

格
及

び
土
地

の
純
収

益

に
か
な

り
の
受
動
を

與

ふ
る
も
の

で
あ

る
。

即

ち
此

の
改
正

に
よ

り
税
額
増
加
す

る
も

の
は
其

の
土
地

の
純
収

益
を
減

少
し

、
税
額
減

少
す

る
も
の
は
其

の
土

新
地
租
油
案
を
論
ず

第
三
十
二
巻

三
三

一
」

第
二
號

四
五



新
地
租
法
案
を
論
ず

第
三
+
二
巻

三
】一一
二

第
二
號

四
六

地

の
純
牧

盆
を
増
加

す

る
事

こ
な

る
。
又
土
地

の
書
賃

償

格

に

つ
い
て
見

る
に
、
税
額

の
憂

動

せ
し
差
額
を
元
本

に
還
元

せ
し
額

を
見
當

こ
し

て
騰
落
す

る
結
果
を
来
す

の
で
あ

る
。
勿

論
、
土
地

の
所
有
者

が
過
去

よ
り
引
続

き

同

一
人
な

る
時

に
は
過

去
文

広
將
來

の
損
失

を
將
來
又
は
過
去

の
利
益

に
よ
り
補

ふ
事

ε
な

る
に
よ

り
、
達

観
的

に
云

へ
ば
地

租
負

憺

の
公
李
を
保
ち
得

る
課

で
あ

る
。
然

れ

ざ
も
最

近

に
土
地
を
購

入
し
、
叉

は
鼠

近

に
土
地
を

費
卸
し
芸

人
は
、
賃
貸
償
格
主
義
の
採
用
に
よ
り
地
組
の
税
額
暴

動
を
生
す
る
場
合
に
は
、
或
は
不
當
に
利

益
し
或

は
不

當

に
損
失
を
受

け

る
結

果

ご
な

る
、
不
常

北
利
益
す

る
場
合
は
別

こ
し

て
、
不
常

に
損
失

を
受
け

る

エ

ぴ

も
　

コ
　

こ

ニ
ユ

コ
　

も
な

　

き
コこ

　

　

　

ゆ

　

る

ロ

コ
　

ト

壕

指
を
端
.灘

づ

洛
。棄

せ
に
紛
・琳
蕩
定
を
設
け

た
の
で
あ

る
。
ム
,
回

の
提

案

に
は
、
昭
和
四
年

の
原
案

の
四
倍
年

を

改

正
し

て
、
三
倍

八
割

こ
し

、

「
新
地

租
額

が
現
在
地
租
額

の
三
倍
八
割
を
超
ゆ

る
土
地

に
付

て
は
三
倍

八
割
を

超
過

せ
ざ

る
様

に
賃
貸
償
格
を
制
限
す

る
事

」

こ
し
て
み

る
の
で
あ

る
。

第

五

結

論

新
地

租
法
案

に
關
し

て
は

、
以

上
の
外

に
北
海

道

に
於
け

る
税
率

の
問
題

、
地

租
の
納
期

の
問

題
其
他

各
種

の

問

題

を
考
察

せ
ね
ば
な
ら

滅
が
、
凡

て
省

略
す

る
事

こ
し
だ

。
而

し
て
此
等

凡
て
の
要
求
を
盛

る
が
爲

め

に
は
、

現
行
地

租
條
例
は

、
そ

の
形
式

及
び
内

容

に
於

て
不
適

當
の
部
分
を
含

む
が
故

に
、
現
行
地

租
條
例
を
修

正
す

る

形
式

を

棄
て

、
、
現
行
地

租
條

例
は
之
を
磨
止
し

新
党

に
地

租
法
を
制

定
す

る
事

ε
な

っ
た

の
で
あ
る
。

一
概

に
減
税
案

ご
云

っ
て
仕
舞

へ
ば
何
れ

の
租
税

も
同

じ
様

に
聞

こ
え
る
が
、
螢
業
収
益
税

、
織
物
消
費

税
、

砂
糖
消

費
税
は
軍

に
税
恋
†を

動
か
す

に
止
ま

る
に
反

し
、
地

租

の
方

は
課
税
標
準
及

び
税
率

の
二
方
面

に
根
本

的



の

改
革

を

加

へ
ん

ご
す

る

の

で
あ

る

。
叉

、
他

の

三

税

に

て
は

税
率

の
軽

減

ご
牧

人

の
減

少

ざ
が

必

ず

し

も
歩

調

を

共

に

せ
す

、

或

は

税

率

の
軽

減

以

上

に
減

牧

を
来

し

叉

は

返

っ
て
増

牧

を

來

す

か

も
知

れ
す

、

結

果

は

極

め
て

不

確

貿

の

も

の

で

あ
る

。
之

に
反

し

地

租

に
於

て

は

、

税

率

の
輕

減

が

恰

も
税

額

の

減

収

ご

一
致

す

る
の

で

あ

る
。

從

っ
て
減

税

ε
云

ふ

一
鮎

分

み

か
ら

考

へ
て

も

、
地

租

の
改

正

は

永

く
我
国

の

財

政
収

入

の
上

に
影
響

を

與

ふ
る

も

の

で
あ

る
。
要
.す

る

に
、

地

租

の

改

正

は

多

年

の
宿

題

を
合

議

會

に
於

て

一
気

に
解

決

せ

ん

ど

す

る
も

の

に
し

て
、

明

治

大

正

昭
和

を
通

じ

て

の
財

政

史

上

の
大

事

件

で

あ

る
。

ロ
に
も

　
ドロへ　ゆココゆ
ヒしウし
ト
リミハリ
ラ

ドし
ロふコ
エ

ニユ
ロワ

ノ
リ

ウ

　ム
　

融
和
桟
蝉
限

0
屈
辱

σ
彦

∬
、¢
親

深

こ
し

て
,
地
租

は
雫
年
度

干

八
、+

一
萬
創
滅
度

こ
な

る
D
で
あ
る
。
黙

し

　

ヵで
　

　

ロ

タ

地

租

の
納
税
者

の
凡
て
が
同

…
の
減
税

の
恩
恵

に
浴
す

る
諜

で
な

い
。
假

に
田
畑

ご
宅
地

ご
に

つ
き
考

ふ
れ
ば

、

農

村

の
利
益

を
反
影
す

る
田
畑

の
負

澹
は
約

一
千
六
百
萬

圓
を
減

じ
、
大

都
會

の
利
益

を
反
影
す

る
宅

地

の
負
謄

は
約

五
百
萬

圓
を
増
加
し

、
差

引
勘
定

ご
し

て
千
八
十

㎜
萬
圓

の
減
牧

ご
云

ふ
数

字
を
得

る
の
で
あ

る
。
減

税

の

名

の
下

に

一
部
分

に
於

て
増

税
す

る
事

は

、
或

は
不
適
當

な
り

こ
の
非
難

が
あ

る
か
も
知
れ
な

い
。
然

し

一
方

に

縄

濟
力

が
相

謝
的

に
増
加

せ

る
大
都

市
及

び
其
附
近

の
土

地
よ
り
多
く

の
地
租

を
得

る
も
、
他
方

に
経
濟

力

が
相

劃

的

に
減
少

せ

る
農
村

の
土
地

の
地

租
を
軽
減

し
、
全
鰹

ご
し

て
地
租

の
負
澹

が
軽
減

出
来
れ
ば

、
結

局

の
所
は

国

民
負

推
を
軽

減
し
同
時

に
負

捲

の
公
李
を

は

か
る
事

が
出
來

る
の

で
あ

る
。
此
意
味

に
於

て
、
今

回

の
減

税
案

の
中

に
て
も
特

に
地
租

の
減

税
案

が
最
も
注

目
す

べ
き
も

の
で
あ

る
。

薪
地
租
法
案
を
論
ず

第
三
十
二
巷

三
三
三

第

二
號

四
七


